来た道・往く道 by 山脇, 秀候
筆随
の
心
に
い
つ
ま
で
も
新
鮮
な
思
い
出
と
し
て
残
っ
た
。
セ
ー
ヌ
沿
い
の
道
を
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
街
路
樹
を
う
つ
し
て
走
っ
た
。
(社
会
学
部
助
教
授
)
来
た
道
・
往
く
道
山
脇
秀
候
私
は
大
正
九
年
、
福
岡
県
久
留
米
市
草
野
町
で
生
れ
た
。
六
才
の
時
父
が
急
逝
し
、母
は
廿
八
才
の
若
後
家
で
九
才
の
姉
を
か
し
ら
に
五
人
の
子
供
を
連
れ
て
自
分
の
親
元
へ
帰
っ
た
。
私
の
弟
は
、
小
学
校
二
年
生
で
父
の
冥
福
を
祈
る
為
に
九
州
日
光
と
言
わ
れ
た
草
野
専
念
寺
江
上
秀
静
師
に
入
門
し
た
,
併
し
、
寝
小
便
の
癖
が
な
お
ら
な
い
の
で
、
小
学
校
五
年
に
な
っ
た
私
が
交
替
し
て
弟
子
に
な
っ
た
。
長
男
の
私
を
出
家
さ
す
事
は
母
親
も
た
め
ら
っ
た
ら
し
い
が
、
生
活
苦
を
救
う
為
に
一
人
で
も
寺
で
面
倒
見
て
頂
く
事
が
我
が
家
の
生
活
を
潤
し
て
呉
れ
た
ら
し
い
。
私
は
小
学
校
を
卒
業
し
、
県
立
中
学
校
に
入
学
し
た
が
、
事
情
が
あ
っ
て
二
ヶ
月
で
退
学
。
高
等
科
に
入
学
、
二
年
で
卆
業
し
、
直
ち
に
大
本
山
善
導
寺
宗
学
院
に
入
学
、
三
年
で
卆
業
し
、
友
人
は
教
師
養
成
所
に
行
っ
た
が
、
私
は
明
善
中
学
の
夜
間
部
に
入
学
。
在
学
中
、
丘
ハ隊
検
査
に
甲
種
合
格
し
、
三
年
修
了
と
同
時
に
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
西
部
五
十
三
部
隊
に
入
営
、
大
東
亜
戦
勃
発
と
同
時
に
ビ
ル
マ
に
派
遣
、
昭
和
廿
一
年
六
月
に
復
員
。
昭
和
廿
二
年
三
月
佛
教
専
門
学
校
に
入
学
、
廿
三
年
現
在
の
滋
賀
県
愛
知
郡
湖
東
町
来
迎
寺
に
養
子
と
し
て
入
寺
し
た
。
私
が
佛
専
に
入
学
し
た
頃
は
、
語
る
も
涙
、
聞
く
も
涙
、
全
く
明
日
も
知
れ
な
い
諸
行
無
常
の
理
を
、
学
校
そ
の
も
の
が
如
実
に
示
し
て
い
た
。
南
寮
と
北
寮
が
あ
り
、
私
は
南
寮
の
住
人
で
便
所
の
前
に
三
人
で
住
ん
で
い
た
。
腹
の
へ
っ
た
寮
生
は
、
佛
専
近
所
の
野
良
荒
し
、恵
れ
た
寮
生
は
、
田
舎
の
寺
よ
り
米
を
運
ん
で
喰
べ
て
い
た
。
我
等
の
様
な
貧
乏
学
生
は
何
も
喰
う
も
の
な
し
、
ミ
カ
ン
箱
の
勉
強
机
の
前
に
坐
る
と
腹
の
虫
が
と
て
つ
も
な
い
声
で
泣
き
出
す
。
辛
抱
し
て
い
る
と
横
で
恵
れ
だ
学
生
が
、
一
人
前
の
小
さ
な
鍋
で
自
分
の
分
だ
け
炊
い
て
、
美
味
そ
う
に
喰
っ
て
い
る
。
横
目
で
な
が
め
な
が
ら
空
即
是
色
の
般
若
哲
学
の
勉
強
、
色
を
越
え
て
空
(喰
う
)
の
た
め
息
許
り
。
北
寮
の
方
か
ら
木
を
切
る
様
な
音
が
す
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
雑
炊
を
た
く
燃
料
に
北
寮
廊
下
を
は
が
し
て
板
を
切
る
音
、
現
在
連
合
赤
軍
の
暴
力
革
命
の
先
駆
者
は
応
し
く
我
等
佛
専
の
先
輩
で
あ
っ
た
。
其
の
暴
力
団
の
親
分
が
、現
在
大
阪
府
下
の
教
育
長
で
頑
張
っ
て
い
る
。
昭
和
廿
五
年
に
佛
専
を
卆
業
し
、
直
ち
に
正
大
三
年
に
編
入
、
大
学
を
出
て
大
学
院
に
残
り
修
士
課
程
を
修
了
、
昭
和
廿
九
年
三
月
よ
り
現
在
に
至
る
迄
、
一
筋
に
浄
教
布
宣
の
道
に
、此
の
道
II
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よ
り
行
く
道
な
し
、
ロ
ハ此
の
道
を
往
く
。
昨
日
も
行
き
、
今
日
も
行
く
、
又
明
日
も
其
の
同
じ
道
を
行
く
で
あ
ろ
う
。
私
の
生
甲
斐
を
御
蔭
様
と
受
取
っ
て
、
黙
々
と
東
奔
西
走
の
雲
水
行
を
つ
"
け
て
い
る
。
若
い
と
人
か
ら
言
わ
れ
、
自
分
も
未
だ
若
い
と
思
っ
て
い
た
が
も
う
五
十
五
の
年
を
数
え
る
様
に
な
っ
た
。
三
十
五
才
で
大
学
院
を
修
了
し
二
十
年
間
此
の
道
を
歩
い
て
来
た
が
、
其
の
道
は
テ
レ
ビ
で
見
た
「
此
の
人
此
の
道
」
で
は
な
い
が
全
く
泣
け
て
来
る
様
な
事
が
多
か
っ
た
。
併
し
、今
考
え
て
見
る
と
其
の
時
く
に
其
の
苦
し
み
を
堪
え
し
の
ん
で
歩
き
つ
"
け
た
自
分
の
力
に
今
は
自
分
な
が
ら
驚
い
て
い
る
。
併
し
、
そ
れ
は
や
は
り
ビ
ル
マ
に
於
け
る
生
死
を
越
え
た
五
年
間
の
貴
重
な
体
験
が
私
の
生
き
方
に
大
き
な
見
通
し
を
つ
け
て
呉
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
雲
南
省
の
名
も
な
き
谷
か
げ
に
。
北
ビ
ル
マ
の
奥
深
き
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
で
、
祖
国
の
繁
栄
を
祈
り
つ
"
け
な
が
ら
散
っ
て
い
っ
た
英
霊
の
御
蔭
様
を
今
尚
、忘
れ
て
は
い
な
い
。
人
生
は
山
の
峠
道
、
上
り
下
り
が
あ
っ
て
こ
そ
人
の
命
に
味
が
あ
る
。
難
儀
も
御
蔭
と
噛
み
し
め
て
峠
々
を
越
え
て
行
く
。
万
才
布
教
だ
、
内
容
が
な
い
、
オ
ッ
チ
ョ
コ
チ
ョ
イ
だ
と
言
わ
れ
て
来
た
。
併
し
私
は
万
才
と
も
思
っ
て
な
い
し
、
内
容
が
な
い
と
も
思
っ
て
な
い
し
、
落
付
き
が
な
い
と
も
思
っ
て
な
い
。
愛
媛
県
の
小
さ
な
島
の
七
十
五
才
の
男
の
人
が
私
の
手
を
し
っ
か
り
に
ぎ
っ
て
"
山
脇
さ
ん
私
は
現
在
迄
い
ろ
ん
な
説
教
を
聞
い
て
来
た
が
こ
ん
な
に
感
激
し
た
話
は
聞
い
た
事
が
な
い
"
そ
の
一
言
で
私
は
救
わ
れ
る
。
今
日
も
明
日
も
又
生
命
あ
る
限
り
、
笑
と
涙
を
織
り
ま
ぜ
て
、
念
仏
称
名
の
布
教
の
道
を
行
く
私
で
あ
る
。
(
昭
和
25
年
卆
来
迎
寺
住
職
)
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